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水
道
事
業
は
「
公
営
企
業
」
と
い
っ
て
、

民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
「
独
立
採
算
」
の

会
社
方
式
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
を
供

給
す
る
た
め
の
経
費
は
、
一
般
行
政
の
よ
う

に
税
金
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
に
お
支
払
い
い

た
だ
く
「
水
道
料
金
」
で
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
水
を
供
給
す
る
に
は
、
多
額
の
費
用
が

掛
か
る
た
め
、
そ
の
費
用
を
「
水
道
料
金
」

と
い
う
形
で
、
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
水
道
事
業
は
、
こ
の
よ
う

に
水
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
収
益
活
動
で
得
た
利
益
は
、

水
道
管
敷
設
や
施
設
の
維
持
管
理
の
工
事
費

な
ど
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

「
水
道
料
金
」
は
、
事
業
を
営
む
各
市
町

村
の
人
口
や
地
形
、
財
政
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
き
ま
す
。
土
岐
市
の
よ
う
に
、

山
間
地
へ
の
水
の
供
給
を
必
要
と
す
る
事
業

体
に
お
い
て
は
、
地
形
的
に
配
水
池
や
ポ
ン

プ
場
な
ど
、
数
多
く
の
施
設
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
要
件
を
勘
案
し
て

水
道
料
金
は
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

土
岐
市
に
は
水
道
管
の
ほ
か
、
水
道
水
を

受
け
、
配
水
す
る
た
め
の
大
き
な
タ
ン
ク
、



高
所
・
遠
方
に
水
を
送
る
た
め
の
ポ
ン
プ
、

安
全
に
送
水
・
使
用
す
る
た
め
の
水
圧
調
整

装
置
な
ど
、
市
内
に
五
十
カ
所
以
上
の
施
設

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
施
設
も
水
道
水
を
蛇
口

ま
で
お
届
け
す
る
の
に
は
、
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る

た
め
に
、
毎
日
計
画
的
に
施
設
の
巡
回
点
検

を
行
う
な
ど
、
二
十
四
時
間
監
視
の
目
を
光

ら
せ
て
い
ま
す
。 

  

安
全
で
良
質
、
お
い
し
く
飲
め
る
こ
と
が

水
道
水
の
条
件
で
す
。
法
律
で
水
質
の
基
準

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
基
準
内
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
適
時
水
質
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
に
在
住
し
て
い
る

十
人
の
水
質
検
査
員
が
市
内
各
地
区
で
、
毎

日
、
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
専

門
の
分
析
機
関
に
お
い
て
定
期
的
に
水
質
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
検
査
内
容
や

そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
土
岐
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。 

  

水
道
工
事
で
は
、
安
全
な
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
た
め
に
「
水
道
管
の
維
持
管
理
」を

行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
老
朽
化
し

た
管
や
材
質
的
に
弱
い
管
を
新
し
い
管
に
取

り
替
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
地
震
に
強
い

施
設
を
目
指
し
て
、
平
成
九
年
度
か
ら
は
、

積
極
的
に
耐
震
管
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貴
重
な
水
資
源
の
漏

水
を
防
止
す
る
ほ
か
、
万
一
、
地
震
が
発
生

し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
水
道
管
の
被
害
を

で
き
る
限
り
少
な
く
し
ま
す
。 

  

漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
ま
ず
家
中
の
蛇
口

を
閉
め
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
（
銀
色
の
コ
マ
・
写
真
参
照
）
が
回
っ
て

い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
回
っ
て
い
る

場
合
は
、
漏
水
が
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
速
や

か
に
市
水
道
工
事
指
定
店
へ
調
査
・
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

        

メ
ー
タ
ー
か
ら
宅
内
の
蛇
口
ま
で
は
、
所

有
者
ま
た
は
、
使
用
者
で
維
持
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
漏

水
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

以
上
の
ほ
か
に
も
、
水
道
に
関
す
る
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
土
岐
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

水
道
課
で
は
、
毎
年
、
検
定
期
限
が
満
了

す
る
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
工
事
を
実
施
し

て
お
り
、
本
年
度
も
次
の
日
程
で
一
回
目
の

工
事
を
実
施
し
ま
す
。 

工
事
は
市
水
道
工
事
指
定
店
が
施
工
し
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
敷
地
内
で
施
工
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
た
月
の
使

用
水
量
は
、
取
り
替
え
業
者
が
検
針
し
「
お

知
ら
せ
票
」
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

実
施
日
程 

6
月
1
日（
木
）〜
15
日（
木
） 

 

対
象
地
区 

土
岐
津
町
・
泉
町 

 

施
工
業
者 

◆
土
岐
津
町
地
内 

▽（
株
）猪
野
設
備（
 
○54　
３
８
３
５
） 

▽
東
海
住
宅
設
備（
株
）（
 
○54　
３
３
８
１
） 

▽
安
藤
設
備（
 
○54　
９
４
９
６
） 

▽
美
濃
冷
暖（
株
）（
 
○55　
５
３
５
２
） 

▽
土
岐
市
管
工
事
組
合（
 
○55
　

５
３
２
７
）

◆
泉
町
地
内 

▽（
株
）猪
野
設
備（
 
○54　
３
８
３
５
） 

水道に関するお問い合わせは、水道課（内線121 ～127 ）へどうぞ。 



制
度
の
改
正
に
よ
り
、
該
当
す

る
方
は
「
認
定
請
求
」
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

小
学
校
四
年
生
の
保
護
者
の
方 

 
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
、
当
該
児
童
に
係
る
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
方

は
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
前
年
度
ま
で
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
保
護

者
の
方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

小
学
校
五
・
六
年
生
の
保
護
者

の
方 

 

手
当
て
を
受
け
る
た
め
に
は
、

認
定
請
求
ま
た
は
額
改
定
認
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

所
得
制
限
に
よ
り
受
給
し
て
い

な
い
保
護
者
の
方 

 

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
方
は
、
認
定
請
求
の
手
続
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。 

　 改
正
に
よ
っ
て
対
象
と
な
る
方

の
認
定
請
求
な
ど
は
、
本
年
九
月

二
十
九
日
（
金
）
ま
で
の
受
け
付

け
に
限
り
、
四
月
一
日
（
ま
た
は
、

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
（
受

け
付
け
日
程
は
下
表
参
照
）。
た

だ
し
、
所
得
制
限
の
緩
和
に
よ
る

新
規
対
象
者
は
、
さ
か
の
ぼ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
五
月

中
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

     
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
「
現
況
届
」
の
用
紙
を
、

六
月
上
旬
に
各
家
庭
へ
送
付
し
ま

す
の
で
、
同
月
中
に
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
（
受
け
付
け
日
程

は
下
表
参
照
）。 

詳
し
く
は
、
福
祉
課
障
害
・
給

付
係
（
内
線
1
5
4
）
へ
ど
う
ぞ
。 



今
か
ら
約
二
百
年
前
の
十
八

世
紀
末
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学

者
マ
ル
サ
ス
は
、
そ
の
著
書

「
人
口
論
」
で
『
人
口
は
制
限

し
な
け
れ
ば
幾
何
級
数
的
に
増

加
す
る
が
、
食
糧
は
算
術
級
数

的
に
し
か
増
加
し
な
い
の
で
、

人
口
の
伸
び
は
食
糧
生
産
の
伸

び
に
規
定
さ
れ
る
。
』
と
唱
え

た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
お
り

ま
す
。 

そ
れ
に
従
っ
て
、
貧
困
は
一

種
の
自
然
現
象
で
あ
っ
て
、
社

会
制
度
の
欠
陥
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
と
し
て
、
禁
欲
や
早
婚

の
禁
止
を
説
い
て
お
り
、
こ
れ

が
「
マ
ル
サ
ス
主
義
」
と
い
わ

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
人
口
増
加
の
圧
迫

に
よ
っ
て
必
然
的
に
も
た
ら
さ

れ
る
生
活
の
困
難
を
救
済
す
る

方
法
と
し
て
、
マ
ル
サ
ス
主
義

を
一
層
進
め
て
人
工
的
制
限
法
、

す
な
わ
ち
、
産
児
制
限
の
必
要

性
を
説
く
「
新
マ
ル
サ
ス
主
義
」

が
出
現
い
た
し
ま
し
た
。 

わ
が
国
で
も
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
の
頃
、
計
画
的
な
受
胎
調

節
を
目
標
と
し
て
「
家
族
計
画
」

と
い
う
考
え
方
が
一
般
化
し
、
あ

の
有
名
な
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン

ガ
ー
さ
ん
の
熱
心
な
指
導
に
よ
る

産
児
制
限
が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。 

人
類
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
世
界
人
口
は
、
紀
元
元
年
の

頃
に
は
二
億
五
千
万
人
位
で
あ
っ

た
も
の
が
徐
々
に
増
加
し
、
倍
の

五
億
人
に
な
っ
た
の
は
一
六
〇
〇

年
頃
、
さ
ら
に
倍
の
十
億
人
に
な

っ
た
の
は
一
八
三
〇
年
頃
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
、
今
や
六
十
億
人
を

突
破
す
る
勢
い
で
あ
り
、
特
に
、

こ
こ
二
〇
〇
年
ほ
ど
の
間
に
人
口

増
加
は
、
驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド

で
増
加
し
て
来
て
お
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
日
本
で
は
江
戸
時

代
の
人
口
は
、
農
業
生
産
力
か
ら

約
三
千
万
人
と
推
定
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
明
治
以
降
の
農
業
生
産

の
拡
大
に
よ
り
人
口
増
加
が
進
む

と
と
も
に
、
工
業
生
産
力
に
よ
る

経
済
力
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
世
界

中
か
ら
食
糧
を
輸
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

で
は
一
億
三
千
万
人
近
い
人
口
を

有
し
「
飽
食
の
時
代
」
と
い
わ
れ

る
ま
で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
こ
と
が
未
来
永
劫
に
続
く

と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。 

欧
米
で
は
、
地
下
水
く
み
上
げ

に
よ
る
機
械
的
灌
漑
に
よ
り
土
壌

の
塩
分
が
増
加
し
、
耕
作
困
難
農

地
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
中
国
な
ど
で
は
経
済

成
長
の
陰
で
農
業
の
衰
退
に
よ
る

食
糧
不
足
が
心
配
さ
れ
、
や
が
て

地
球
規
模
で
の
食
糧
不
足
は
、
水

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
共
に
、
人
類
生

存
の
基
盤
を
揺
る
が
す
事
態
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

そ
う
し
た
中
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
で
食
糧
自
給
率
四
〇
％
と
い
わ

れ
ま
す
、
わ
が
国
の
食
糧
安
全
保

障
の
た
め
の
自
給
率
向
上
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

本
市
で
は
、
農
業
振
興
と
観
光

開
発
を
目
指
し
て
、
濃
南
地
区
で

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
か
ア
グ

リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
わ
れ
る
施
策

を
構
想
し
、
健
康
で
安
全
な
活
力

あ
る
高
齢
社
会
を
構
築
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
好
評
の
う
ち

に
「
バ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
」

が
華
々
し
く
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま

し
た
。 

こ
の
健
康
と
美
容
の
殿
堂
は
、

濃
南
地
域
活
性
化
計
画
「
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
・
バ
レ
ー
構
想
」
の
中
核

施
設
で
あ
り
ま
す
。 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
連
動

し
た
ア
グ
リ
パ
ー
ク
（
農
業
公
園
）

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。 

閑
話
休
題
、
人
口
論
に
話
を
戻

し
ま
す
と
、
あ
の
栄
華
を
誇
っ
た

ロ
ー
マ
帝
国
は
、
少
子
化
に
よ
っ

て
衰
退
し
た
と
も
い
わ
れ
ま

す
が
、
経
済
成
長
に
よ
り
文

化
的
に
発
展
し
豊
か
に
な
っ
た

社
会
で
は
、
一
般
的
に
少
子
化

現
象
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
も

事
実
で
あ
り
ま
す
。
時
代
の
変

遷
と
と
も
に
マ
ル
サ
ス
の
人
口

論
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る

の
も
、
ま
た
、
事
実
で
あ
り
ま

す
。 一

人
の
女
性
が
一
生
に
出
産

さ
れ
る
子
ど
も
さ
ん
の
数
を
表

す
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
二
・

〇
八
で
人
口
は
均
衡
が
保
た
れ

る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
の

日
本
は
一
・
二
九
で
あ
り
、
百

年
後
に
は
日
本
の
人
口
は
半
減

す
る
と
い
わ
れ
極
め
て
深
刻
な

状
況
で
あ
り
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
東
ア
ジ
ア
各
国

に
お
け
る
お
と
と
し
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
、
香
港
〇
・
九
三
、

韓
国
一
・
一
六
、
台
湾
一
・
一

八
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
一
・
二
四

と
、
い
ず
れ
も
日
本
よ
り
少
な

い
こ
と
を
申
し
添
え
な
が
ら
も
、

出
生
率
回
復
の
た
め
、
お
互
い

に
真
剣
に
考
え
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

か
ん
が
い 

え
い
ご
う 

き
っ
き
ん 



第　1　部は南こうせつさんのオリジナルコーナー、第 2部はウーファン 
（中国古筝奏者の第一人者）との共演や地元合唱団との共演を 
予定しています。 



武藤委員長 

水野さん 

林さん 

◆と　き　毎週土曜日、午後　7　時30分
～午後　9　時30分 

◆ところ　肥田体育館（肥田支所横） 
◆種　目　スポレック・カローリングなど 

◆と　き　毎月第　4　土曜日、午前10時
～午後　3　時 

◆ところ　駄知体育館 
◆種　目　ユニホック・スポレックなど 

◆と　き　　5　月28日（日）のみ、午前
10時～正午 

◆ところ　鶴里小学校 
◆種　目　太極拳・ティーボールなど 

◆と　き　毎月第　2　土曜日、午前10時
～午後　3　時 

◆ところ　西部体育館 
◆種　目　タスポニー・ソフトバレーなど 

◆と　き　毎週日曜日、午後　7　時～ 
◆ところ　泉西公民館 
◆種　目　スポレック 

榎木さん 

スポレックを教わる小学生 ティーボールを楽しむ小学生 



現在、テレビ・ラジオや警察・消防・ 
防災行政無線など、国民生活に重要な
役割を果たしている無線通信に、種々
の電波妨害が発生しています。不法電
波は犯罪です。電波のルールを守りま
しょう。 
不法無線局の相談は、　052-971-91 

07、テレビ・ラジオの受信相談は、　 
052-971-9648へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　　6　月10日（土）午後　1　時～　4　
時30分 
◆場所　岐阜市文化センター 
◆対象　　平成19年　3　月大学、短大、
高専、専修学校卒業予定者　　平成18
年　3　月卒業の未就職者 
詳しくは、（社）岐阜県雇用開発協

会（　058-252-7353）へどうぞ。 
 
 
 
 
普段の生活の中で、食品の表示に対

して感じた「？」にお答えします。 
「？」を感じたら、気軽に連絡して

ください。 
詳しくは、東海農政局岐阜農政事務

所地域第三課（　0573-68-3838）へど
うぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　5　月28日（日）午前　9　時30分～
午後　4　時 
◆場所　三起屋ショッピングセンター
　1　階・南玄関 
※利用される方は、必ず納付書をお持
ちください。 
詳しくは、東濃県税事務所（　○23 11 

11・内線236）または、税務課税政係
（内線183）へどうぞ。 

交通事故、詐欺、脅しなど、犯罪の
被害に遭い、警察や検察庁に訴えたが
検察官がその事件を起訴してくれない。
このような不満をお持ちの方のために
検察審議会があります。お気軽にご相
談ください。費用は無料で、秘密は固
く守られます。 
詳しくは、多治見検察審査会事務局

（　○22 0698）へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
日本赤十字社は、災害や紛争などの

ため、飢餓・疾病で苦しむ人々を国際
的に救護するとともに、国内において
も、奉仕団活動、医療・血液事業など、
地域に根ざした活動を行っています。 
これらの赤十字活動は、すべて皆さ

んからの寄付金により行われています。 
ご支援ご協力をお願いします。 
詳しくは、福祉課へどうぞ。 

次の方からご寄付をいただきました。

温かい善意をありがとうございました。 

■泉地区の幼・小・中学校に　泉地区
巳午厄年会様＝デジタルカメラ・折り
たたみテーブル・全自動洗濯機・ＳＤ
メモリーカード・ラベルライター（計
36万円相当） 
■久尻保育園に　久尻保育園保護者会
様＝大型三輪車　2　台・ブロック各種　8　
セット・人形（計17万円相当） 
■泉小学校に　簡易保険泉町団体様＝
ラジカセビクター12台（計28万円相当） 
■あま池保育園に　福江幸代様（泉
町）＝電気オルガン　1　台 

人権は、人間が幸福な人生を送る上
で、最も大切な権利です。自分だけで
なく、すべての人の人権が尊重されな
ければなりません。 
国の内外を問わず、人々がお互いに

人権を守ることによって、明るい社会
を作ることが、私たちの願いです。 
全国人権擁護委員連合会では、　6　月

　1　日を「人権擁護委員の日」と定め、
この日を中心として、皆さんとともに
一層の人権尊重思想の啓発に努めます。 
市内では、土岐市長から推薦され、

法務大臣の委嘱を受けた次の人権擁護
委員が、皆さんの相談に応じます。 
・土本美枝子さん（土岐津町） 
・土本　晋平さん（下石町） 
・石川　憲美さん（妻木町） 
・林　　泰代さん（鶴里町） 

・田中　恭子さん（曽木町） 
・加藤宮一郎さん（駄知町） 
・神戸　信之さん（肥田町） 
・亀谷　節子さん（泉町） 

～お気軽にご利用ください～ 

市役所での人権相談 

■日時　毎月第　3　水曜日、午後　1　時30
分～　3　時30分 
■場所　市役所　1　階会議室（　7　月から
　2　月まで市役所　3　階第一会議室） 
※相談は無料で、秘密は守られます。 
お気軽にご相談ください。 
「人権擁護委員の日」に特設相談所を

開設します 

■日時　　6　月　1　日（木）午前10時～午
後　3　時 
■場所　文化プラザ・展示室 
詳しくは、秘書広報課広報広聴係へ。 

総合活動センター陸上競技場が
全天候型のトラックに改装された
ことを記念し、オープニングセレ
モニーと大会を盛大に開催します。
日時：　6　月　4　日（日）午前　9　時 30分～ 
詳しくは、スポーツ振興課（内
線276）へどうぞ。 



陶磁器の鉛・カドミウムについて、
ＩＳＯの溶出基準が改正され、平成19
年度には食品衛生法の改正が予定され
ており、鉛・カドミウムの使用制限が
より厳しくなります。 
そのため、絵付用焼成炉の改修など
をされる方に対し、その費用の一部を
補助します。 
平成18年度中に改修などを予定され
ている方で、補助を希望される方は、
商工観光課、各支所または、各所属組
合に備え付けの調査表に必要事項を記
入の上、　7　月31日（月）までに、商工
観光課または、各所属組合へ提出して
ください。 
詳しくは、商工観光課へどうぞ。 
 
 
 
 
本展では、大正から昭和にかけて作ら

れた作品から激動の時代を生き、技術
開発を行った先人の軌跡を紹介します。 
◆会期　　5　月30日（火）～　7　月30日（日） 
◆場所　（財）岐阜県陶磁資料館 
◆入館料　　大人300円　　大学・高
校生200円　　中学生以下無料 
※15人以上の団体は、割引制度有り 
◆休館日　　7　月17日を除く毎週月曜日、
　7　月18日（火）・19日（水） 
◆開館時間　午前　9　時30分～午後　4　時30分 
詳しくは、（財）岐阜県陶磁資料館へ。 

◆募集人員　　2　人 
◆資格　　4　月　1　日現在、55歳以下の健
康で子ども好きな方 
◆勤務内容　　学校の授業日は、午
後　1　時から　6　時30分までのうちの　5　時
間以内（週に　2　日または　3　日）　　夏
休み期間などは、午前　8　時30分から午
後　6　時30分までのうちの　8　時間（週に
　3　日または　4　日） 
◆賃金　時給755円 
◆申し込み　　6　月　9　日（金）までに、
市販の履歴書に必要事項を記入の上、
生涯学習課へ提出してください。 
※採用は、後日面接の上決定します。 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆講習期間　　6　月20日（火）～30日（金）
までの間の　8　日間 
◆場所　瑞浪共同福祉施設 
◆対象　健康で働く意欲のある60歳代
前半の方 
◆定員　20人程度（応募者多数時は抽
選。選外の通知はしません） 
◆受講費　無料 
◆締め切り　　6　月　6　日（火） 消印有効 
◆申し込み　いきがい福祉課、各支所
または、市シルバー人材センターに備
え付けのパンフレットの申込書に必要
事項を記入の上、県シルバー人材セン
ター連合会へ郵送してください。 
詳しくは、市シルバー人材センター

（　○57 3810）へどうぞ。 

市では、産業観光の一層の振興を図
るため、ＮＰＯや市民活動を展開され
ている団体から、地域の産業観光資源
を活用した先導的事業を募集します。 
応募いただいた事業を市で審査し、

採用された団体に事業を委託します。 
◆応募期間　　6　月　1　日（木）～30日（金）
◆規模　　1　事業50万円以内 
◆申し込み　商工観光課に備え付けの
応募用紙に必要事項を記入の上、同課
へ提出してください。 
詳しくは、商工観光課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆内容　土岐川の三共橋から多治見市
諏訪大橋（県境）までのモニター 
◆資格　土岐川近隣に在住の20歳以上
の方で、河川愛護に関心のある方 
◆募集人員　　1　人 
◆締め切り　　5　月末日 
申し込みなど詳しくは、国土交通省

庄内川河川事務所占用調整課（　052-
914-6935）へどうぞ。 
 
 
 
 
文部科学省所管の（財）国際青少年

研修協会では、国際性を養うことを目
的とした夏休み海外派遣事業の参加者
を募集しています。 
◆内容　ホームステイ、ボランティア、
文化交流、学校体験、英語研修など 
◆派遣先　アメリカ、イギリス、オー
ストラリア、カナダ、ニュージーラン
ド、シンガポール、サイパン、カンボ
ジア、フィジー 
◆対象　小学校　3　年生～高校　3　年生 
◆参加費　145,000円～498,000円 
（共通経費は別途） 
問い合わせ・申し込みなど詳しくは、

（財）国際青少年研修協会（　03-3359-
8421）へどうぞ。 



妊婦さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成18年　2　月16日～28日生まれ 

平成18年　3　月　1　日～15日生まれ  
 
 

40歳以上の方 
 
昭和11・16・21・26・31・36・
41年の　4　月　2　日から翌年　4　月　1　
日の間に生まれた方で、希望者
には、肝炎ウイルス検査も実施
します  

市民 
 
16歳以上69歳以下の方 
 
65歳以上は、60～64歳の間に献
血経験のある方 

毎週木曜日 
　6　月13日（火） 

　6　月20日（火）  

　6　月　6　日（火）  
　6　月27日（火） 
　6　月　9　日（金） 

　6　月16日（金）  

　6　月　5　日（月） 
 
　6　月12日（月） 

　6　月　6　日（火） 
 
　6　月27日（火） 
　6　月12日（月） 

　6　月23日（金） 

　6　月　2　日（金） 

　6　月　7　日（水） 

　6　月15日（木） 

　6　月21日（水） 

　6　月30日（金） 

西部支所 

保健センター 

駄知公民館 

西部支所 

保健センター 

　6　月10日（土） 
 
 
　6　月　6　日（火） 
 
　6　月11日（日） 
　6　月28日（水） 

保健センター 
 
東濃陶器㈱ 
㈱東産工業所 
大東亜窯業㈱ 
上田公民館 
土岐市役所 

　1　日～15日生まれ 

16日～31日生まれ  
下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
土岐津・泉地区 
該当児には、視聴覚検
査票を郵送する際に健
診日を通知 
下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
土岐津・泉地区 
下石・妻木・鶴里  
曽木・駄知・肥田地区 
土岐津・泉地区 

平成18年 
　1　月生まれ  

平成16年 
11月生まれ  

平成15年 
　5　月生まれ 
 
平成16年 
　5　月生まれ 

平成14年  
　5　月・11月生まれ 
平成15年 
11月生まれ 

午前　9　時～11時30分 
 
午後　0　時45分～　1　時 
 
 
 
 
 
午後　0　時45分～　1　時 
 
 
 
 
 
午前　9　時30分～10時30分 
 
 
午後　1　時30分～50分 
 
 
 
 
 
 
午前　9　時～10時30分 
午後　1　時～　2　時30分 
 
 
 

午後　1　時15分～　2　時30分  
午前10時～11時 
午後　0　時30分～　1　時30分 
午後　2　時30分～　3　時30分 
午前10時～午後　3　時 
午前10時～午後　4　時 

 
 
 
 
 
 
 

保健センター  
 
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 

持ち物：妊娠届出書 

持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票  
持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票（　1　歳　6　カ

月児健診と　3　歳児
健診のみ必要） 

　　　　歯ブラシ（　2　歳児
歯科健診のみ必要） 

※ご希望によりフッ化物塗
布を行います。 
料　金：500円 
持ち物：母子健康手帳 
　　　　歯ブラシ 
料　金：500円 

持ち物：母子健康手帳 
　　　　予診票  
 
 
 
血圧測定、尿検査、心電図、
血液検査などを行います。 
午前に受診の方は朝食を、
午後に受診の方は昼食を取
らずにお出掛けください。 
料　金：1,000円 
 

歯みがき指導も行います。  
 
 
持ち物：献血手帳 

※生後　6　カ月未満でBCGワクチンを接種していないお子さんも含みます。 
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよくお読みください。 

診療科　内科・小児科 
場　所　駄知町1272－　5　（とき陶生苑隣　　○59　1500） 
急病の際の医院照会は、救急医療情報センター（　○55　3799）へ 

　6　月の診療日：　4　日（日）・11日（日）・18日 
（日）・25日（日） 

診療時間：午前　9　時～午後　6　時 
（受付は、午後　5　時30分まで） 

  19日（月） 午後　1　時～　3　時40分   ※要予約 
  毎週火曜日 午後　1　時～　4　時 市役所　3　階・第　1　会議室 

  14、28日（水） 午後　1　時～　3　時 

  21日（水） 午後　1　時30分～　3　時 市役所　1　階・会議室　1　（税務課隣） 
   30分 
  毎週月・水・金 午前　8　時30分～午後 市役所　1　階・児童課（内線166）   曜日 　5　時15分 
  毎週月曜日 午前　9　時～正午 

  14日（水） 午前10時～午後　3　時 ウエルフェア土岐（　○57　6661） 
  月～金曜日 午前　8　時30分～午後 
   　5　時15分 
  月～金曜日 午前　8　時30分～午後 ウエルフェア土岐、恵風荘、ひだまり 
   　5　時15分 
  月～金曜日 午前　9　時～午後　3　時 教育相談室・浅野教室（　○55　8555） 
  13日（火） 午後　7　時～　9　時 
  月～金曜日 午前　9　時～午後　5　時 ひ だ 保育園（　○55　0337）     つまぎ保育園（　○57　5377） 




